
70歳以上で、リビングウイルに賛成する者のうち法整備を求める者は29％  
である。  

70歳以上  

全年齢  

口法律を制定すべき  

国法律を制定しなくても医師が家族と相談の上その希望を尊重して治療方針を決定する  

冒その他  

□わからない・無回答   

10  



4－1終末期医療内容の決定  

リビングウイルの書面の内容について、医師が尊重すると思う一般国民は約  
40％であるのに対し、医師は80％以上が尊重するとしており、帝離がみられる。  

＝ 1 5  

＝ 2 （二）  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

100％  

盲
い
尊
る
 
窮
鳥
 
 

善
を
な
況
 
 

ざ
 

う
思
の
 
な
 
 

漕
は
時
他
ら
答
 
 

亨
つ
う
の
の
か
回
 
 

盲
そ
そ
そ
そ
わ
無
 
 

占
讐
慧
岩
コ
四
 
 

と思う （尊重せざるを得なし、）  
重しなしヽ）  

しヽ  

11   



認できなかった場合、家族・後見人の（延命治療  事前に本人の意思が確  

中止の）意思を本人の意思の代わりとして治療方針を決定することに58％  

（医師は72％）が賛成である。  

H I Cl  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

＝ 1 Cl   

陪
観
 
 

＝ 1 5  

＝ 2 0  

＝ 1 0  

＝ 1 5  

＝ 2 Cl  

H 1 5  

＝ 2 0  

12   



治療の  4－2 終末期   

自分が余命6ケ月以内の末期状態の患者になった場合、延命医療を望ま  
ない者が多い。  

＝ 1 1二）  

＝ 1  5  

＝ 2 0  

＝ 1 0  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

＝ 1 0  

＝ 1  5  

＝ 1  5  

＝ 2 ⊂）   

13  



合延命  70歳以上で、自分が余命6ケ月以内の末期状態の患者になった場  
医療を望まない者は72％である0  

70歳以上  

全年齢  

【▲▼＿＿‥一－【一－一一－－一 ーーーーー√一一－一 －一一－－r一■‾▲【【－▼肝一【‾  

Lノー・一 i□延命医療を望む団どちらかというと延命医療は望まない日延命医療を望まない皿わからない□無回答                  「‾＿‾＿‾‾’．‾－ － －－＝・・ ‾ －      ‾   
14   

．」  



自分が脳血管障害や遷延性意識障害の患者になった場合は、延命医療  
を望まない者の割合は、末期状態よりもさらに多い。  

国どちらかというと延命医療は望まない  

Ⅷわからない   

□延命医療を望む  

日延命医療は望まない  

田無回答  

15  



和ケア、自然に死期迎えるケ  余命6ケ月以内の医療については、  
ァの順に希望しているが、後者の割合が年々増加傾向にある。   

＝ 1 0  

＝ 1 5  

＝ 2 ⊂〉  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

＝ 1 5  

魂
旧
町
 
 ＝ 2 0  

禦
 
 

【
■
 
 
 
－
－
－
－
－
～
－
i
l
 
 
 
 
－
 
 
 
 
－
 
1
－
－
－
1
 
．
 
 

＝ 1 5  

＝ 2 C〉  

100％  0％  

「一・一【 一－‾‾‾∴■  

1日痛みをはじめとしたあらゆる苦痛を和らげることに重点をお＜方法  

法  

にⅢわ力ヽらなしヽ  

E：】無回答  
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5 療養及び看取りの場所  
場合、療養の場として63％  自分が余命6ケ月以内の末期状態の患者になった  

和ケア・医療機関を希望している。  が自宅を、看取りの場として80％が  
0．9 0＿5   

＝ 1 0  

＝ 1  5  

＝ 2 0  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

由なるこく＜早＜今ま二二さ通っテ≦（史rま現在入院中の）医療虚聞l二入院  
し一たしヽ  

田なるべ＜早＜緩手口ケア病棟（終末期lニおlナる症］犬を手口ら【ずること  
を目的と した病棟）l二入院し′たしヽ  

Eヨ 自宅で療養して、必要lこなれlまそれまでの医療機関lニ入院したしヽ  

Ⅲ 自宅で療養して、必要l＝なれl∃三緩手口ケア病棟l二入院したしヽ  

巴コ 自宅で最後まで療養L′たしヽ  

Ⅰコ専Pヨ自勺医療機関 （カモんセンターなど） で積年垂自勺l二治療を受lナたしヽ  

匠召老人ホームl＝入所したしヽ   

国 そのイ也   

ロわ力ヽらなしヽ   

幽 無回答  

1ア   



場合、66％の国民が  自分が余命6ケ月以内の末期状態の患者になった  

最期まで自宅での療養は実現困難と考えている。  

H 1 5  

H 2 0  

H 1 5  

H 2 0  

H 1 5  

H 2 0  

100％  

口実現可能である 由実現困難である 畠わからない田無回答 

18  



自宅で最期まで療養することが実現困難な理由（複数回答）  

（％） 90「   




